
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
（
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
）
の
性
や
生
き
方
の

多
様
性
へ
の
理
解
を
広
げ
る

「
香
川
プ
ラ
イ
ド
パ
レ
ー
ド
２

０
２
５
」
が
３
日
、
高
松
市
で

開
か
れ
、
約
１
０
０
人
が
Ｊ
Ｒ

高
松
駅
前
な
ど
を
行
進
し
ま
し

た
。
創
立
30
周
年
を
迎
え
た
プ

ラ
ウ
ド
香
川
の
主
催
。
パ
レ
ー

ド
は
県
内
で
は
３
回
目
で
、
高

松
市
で
は
初
開
催
で
す
。

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
県

内
の
学
校
で
の
ブ
レ
ザ
ー
や
ス

ラ
ッ
ク
ス
な
ど
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ

ス
制
服
な
ど
に
つ
い
て
一
般
社

団
法
人
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

三
木
瑞
恵
氏
と
、
あ
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
谷
昂
頼
代
表
、
福

井
瑞
穂
副
代
表
が
語
り
ま
し
た
。

「
地
方
の
状
況
と
当
事
者
の
居

場
所
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
、

プ
ラ
ウ
ド
香
川
の
藤
田
博
美
代

表
、
三
豊
に
じ
い
ろ
研
究
会
の

田
中
昭
全
共
同
代
表
、
え
に
し

の
大
澤
こ
う
代
表
、
谷
氏
が
話

し
ま
し
た
。

高
松
市
や
市
・
県
教
育
委
員

会
が
後
援
し
、
23
団
体
が
協
賛
、

10
団
体
が
協
力
し
、
会
場
で
は

10
を
超
え
る
マ
ル
シ
ェ
や
展
示

が
あ
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
県

内
の
10
代
の
女
性
は
「
自
分
の

住
む
県
に
も
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
を

前
向
き
に
思
う
人
が
こ
ん
な
に

も
い
る
ん
だ
」
と
話
し
ま
し
た
。

日
本
国
民
救
援
会
は
、
議
員

立
法
に
よ
る
再
審
法
改
正
を
実

現
さ
せ
よ
う
と
全
国
で
と
り
く

み
を
強
め
て
い
ま
す
。
香
川
県

本
部
で
は
十
一
月
一
日
、
髙
松

駅
前
宣
伝
行
動
を
【
３
面
に
】
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「髭もじゃの人の本」
を一緒に読みたい

青年が注目する「赤本」。自

分が担当している30代後半の日

曜版読者が、紹介されている赤

本について「気になったんだけ

ど、これ何？」と聞いてきた。

私は、“資本論という本の解説

本だよ”と紹介し「資本論を知っ

てるか？」聞くと「髭もじゃの

人が書いた本やろ」と、写真で

マルクスの顔は知っている様子

だった。今、全国的に資本論の

核心を解説している赤本が多く

の青年、学生はじめ真ん中世代

に注目されている。先月、私が

駅頭で対話した青年も、資本論

や科学的社会主義に興味を示し、

１時間ほど対話がはずみ最終的

に民青に加盟するという経験も

あった。

相手の方から「使用価値？お

もしろいね。気になってる」と

赤本への興味をしめしてもらっ

て、私に「赤本の魅力を伝え、

購読してほしい」との思いが湧

いた。

そこで私は、資本論は資本主

義の経済システムを説いた本だ

と簡単に紹介。｢たとえば10,000

円の上着と10,000円の自転車。

使用用途は違うのに値段が同じ

なのは何故か？」と問いかけな

がら、商品の価値について説明

した。商品の価値は、その商品

にどれだけ労働者の働いた時間

がこめられているかで決まる。

今度は、この箸一つとってして

も100円の箸と1000円の箸がある。

使用用途（使用価値）は同じな

のに値段は違う。何故か？そこ

にはどれだけ多くの労働力がこ

められているかの違いで決まる」

と説明した。

すると相手の青年は「なるほど。

使用用途が同じあるいは違って

もその商品の値段が、労働の量

で決まるとは知らなかった。物

事をこうやって考えて、ことの

根本を突き詰めるのは面白い」

と言う。

この資本論を分かりやすく説

明しているのがこの赤本と伝え

ると「面白そう。読んでみよう

かな。来月会うとき買うわ。」

「一緒に読もう。一人で読むよ

り二人でやった方が理解もしや

すいし」と言い、赤本購読の予

約をし、と

もに活動で

きる日が来

ることを願

いつつ、私

の心は踊っ

た。

シリーズ「いまマルクスがおもしろい」①
日本民主青年同盟香川県委員長 藤沢 直人

高
松
駅
で
再
審
法
改
正
を
訴
え

国
民
救
援
会
香
川
県
本
部

香
川
プ
ラ
イ
ド
パ
レ
ー
ド

【
２
面
か
ら
】

八
名
で
お
こ

な
い
ま
し
た
。

「
袴
田
事
件
の
よ
う
に
、
や
っ

て
も
い
な
い
犯
罪
で
処
罰
さ
れ

る
冤
罪
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
間
違
っ
た
裁
判
を
や
り
直

す
た
め
に
、
検
察
が
隠
し
た
証

拠
の
開
示
等
を
求
め
る
再
審
制

度
改
正
を
こ
の
国
会
で
成
立
さ

せ
ま
し
ょ
う
」
「
あ
な
た
の
一

筆
が
冤
罪
を
な
く
す
力
に
な
り

ま
す
」
な
ど
と
通
行
者
に
訴
え

署
名
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
会
員
三
人
に
よ
る
リ
レ
ー

ト
ー
ク
で
、
再
審
法
改
正
の
趣

旨
、
仙
台
北
陵
ク
リ
ニ
ッ
ク
事

件
、
滋
賀
日
野
町
事
件
に
つ
い

て
現
状
を
訴
え
な
が
ら
、
チ
ラ

シ
を
一
二
〇
枚
配
り
、
再
審
法

改
正
署
名
十
五
筆
が
集
ま
り
ま

し
た
。

香
川
県
下
の
地
方
議
会
で
の

「
再
審
法
改
正
を
求
め
る
意
見

書
採
択
」
の
取
り
組
み
で
は
、

三
木
町
・
直
島
町
・
小
豆
島
町
・

土
庄
町
・
善
通
寺
市
・
綾
川
町
・

観
音
寺
市
の
七
自
治
体
で
採
択
、

香
川
県
議
会
は
継
続
審
議
と
な
っ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
意
見
書

採
択
の
議
会
要
請
、
署
名
運
動
、

地
元
選
出
の
国
会
議
員
要
請
を

す
す
め
て
い
き
ま
す
。

香
川
県
本
部
大
会
を
十
一
月

二
十
九
日
（
13
時
～
16
時
）
ミ

ラ
イ
エ
で
開
催
し
ま
す
。
冒
頭

に
は
、
「
倉
敷
民
商
弾
圧
事
件
・

禰
屋
裁
判
の
早
期
解
決
を
め
ざ

し
て
」
に
つ
い
て
則
武
透
弁
護

士
に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
す
。

う
た
ご
え
広
場
（
新
婦
人
高

松
コ
ー
ラ
ス
エ
プ
ロ
ン
）
11
月

2
日
（
日
）
高
松
市
福
岡
町
自

治
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

え
ぷ
ろ
ん
の
団
員
が
「
ア
ン

ジ
ュ
ラ
ス
の
鐘
」
や
「
願
い
」

の
合
唱
を
披
露
し
ま
し
た
。
女

声
合
唱
の
優
し
い
歌
声
で
し
た
。

参
加
者
は
た
く
さ
ん
の
曲
が

載
っ
て
い
る
歌
詞
カ
ー
ド
か
ら

自
分
が
歌
い
た
い
曲
を
リ
ク
エ

ス
ト
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
リ

ク
エ
ス
ト
し
た
曲
を
ピ
ア
ノ
や

ギ
タ
ー
の
伴
奏
で
団
員
と
参
加

者
全
員
が
歌
っ
て
い
き
ま
す
。

歌
詞
カ
ー
ド
は
、
う
た
ご
え

運
動
で
広
ま
っ
た
歌
「
青
い
空

は
」
「
折
り
鶴
」
な
ど
平
和
を

願
う
歌
や
、
文
科
省
唱
歌
、
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
も
様
々

で
し
た
。
え
ぷ
ろ
ん
団
員
が
リ

ク
エ
ス
ト
し
た
人
に
理
由
を
尋

ね
る
場
面
も
あ
り
、
和
気
あ
い

あ
い
に
会
は
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
は
「
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
」

と
い
う
楽
器
を
参
加
者
全
員
が

演
奏
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

団
員
の
示
す
色
の
ト
ー
ン
チ
ャ

イ
ム
を
鳴
ら
す
と
、
「
き
よ
し

こ
の
夜
」
の
合
奏
に
な
り
、
心

が
癒
さ
れ
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過

ぎ
、
福
山
雅
治
の
【
４
面
に
】
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こ
の
原
稿
が
載
る
民
報
が
届
く

頃
に
は
、
お
そ
ら
く
初
質
問
の

日
程
も
よ
う
や
く
決
ま
っ
て
い

る
は
ず
。
国
会
の
ル
ー
ル
に
翻

弄
さ
れ
な
が
ら
も
、
そ
の
中
で

筋
を
と
し
て
頑
張
る
議
員
団
の

中
で
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
ん

で
い
ま
す
。

一
番
驚
く
の
は
や
は
り
委
員

会
な
ど
の
日
程
が
決
ま
る
の
が

遅
い
こ
と
。
そ
し
て
急
に
決
ま

る
こ
と
。
参
議
院
は
基
本
、
火

曜
日
と
木
曜
日
に
委
員
会
審
議

が
行
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
決
定

は
今
回
で
言
え
ば
14
日
金
曜
日

に
委
員
会
の
理
事
会
が
開
か
れ
、

次
週
の
18
日
火
曜
日
に
厚
労
委

員
会
が
開
か
れ
大
臣
の
所
信
表

明
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
次
に

委
員
会
が
開
か
れ
る

の
は
木
曜
日
だ
と
い

う
察
し
が
つ
く
の
で

す
が
、
そ
れ
は
ま
だ

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
、
大
臣
の
所

信
に
つ
い
て
私
の
委

員
会
で
の
質
問
（
初

質
問
）
も
未
だ
日
程

が
決
ま
っ
て
い
な
い

の
で
す
。

県
議
会
と
の
違
い
と
し
て
も

驚
く
の
は
、
ど
ん
な
法
案
が
い

つ
提
案
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い

と
い
う
こ
と
。
県
議
会
で
は
1

週
間
く
ら
い
前
に
は
、
次
の
議

会
に
か
か
る
議
案
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
が
、
国
会
は
い
つ
出

て
く
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

出
て
き
た
と
思
っ
た
ら
２
日
後

く
ら
い
の
委
員
会
で
早
や
審
議
。

ほ
と
ん
ど
法
案
の
審
議
も
な
い

ま
ま
強
行
採
決
な
ど
が
繰
り
返

さ
れ
る
こ
と
も
。

そ
れ
だ
け
に
委
員
会
の
審
議

は
本
当
に
大
切
で
す
。
し
か
し

そ
の
委
員
会
で
の
発
言
時
間
を

「
多
党
化
」
を
理
由
に
、
無
所

属
の
1
人
会
派
の
分
を
短
縮
す

る
と
言
い
出
し
、
そ
れ
が
波
及

し
て
所
属
委
員
が
1
人
し
か
い

な
い
会
派
も
短
縮
の
流
れ
に
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
1
人
で
あ
っ

て
も
国
民
か
ら
付
託
さ
れ
た
議

席
と
し
て
の
重
み
は
同
じ
で
す
。

勇
気
り
ん
り
ん
エ
ッ
セ
イ

参
議
院
議
員

白
川
よ
う
子

｢

う
た
ご
え
広
場｣

を
開
催


